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Abstract
The unification of Germany triggered numerous social changes and dramatically transformed many institutional 
structures mainly within the former East Germany (DDR) region. The events the unification of Germany brought 
to the academic world in DDR, which showed the hasty transformation to the systems of former West Germany, 
could be represented as “the university reform”. There was an enriched staff called Mittelbau (non-professorial 
teaching staff) which was a characteristic composition at universities in the DDR-era who possessed a wider 
discretion under fewer professors at the time. The post-unification university reform thoroughly dissolved the other 
institutional structures of universities in the former DDR region and therefore caused the university staff of ex-DDR 
various difficulties. This paper aims to analyze the difficulties and struggles of the Mittelbau-staff, in particular, 
the experiences of 42 social scientists at Humboldt-Universität zu Berlin, whose life histories over the period 
before, during, and after the unification of Germany have been collected in this research. The following topics were 
identified as the main factors behind the most significant difficulties the scientists had to face through consequences 
of the university reform: 1) whether their specialities had any ideological properties in the way of DDR, 2) the 
timing of their life stages, 3) political properties owed in the DDR-era, 4) the pluses and minuses of each individual 
on the side of DDR, 5) the absence of culture which allowed the Mittelbau-staff to publish in the academic world 
of DDR, and 6) value reduction of the degrees gained in the DDR-era. The study concludes that analyzing the cases 
of struggles amongst the Mittelbau-staff in detail facilitates inductive consideration on the institutional structure 




　先頃、ベルリンの壁崩壊（1989 年 11 月 9 日）から 30 年のニュースが大々的に報道された
ことは記憶に新しい。ベルリンの壁崩壊から１年を経ずして達成されたドイツ（再）統一（die 

























3）　いわゆるドイツ統一に関する条約名称は「1990 年 10 月３日付け基本法第 23 条に基づくドイツ民主
共和国（東ドイツ）によるドイツ連邦共和国（西ドイツ）基本法適用範囲への加入」（飯島訳）であ
る。Der Beitritt der DDR zum Geltungsbereich des Grundgesetzes der Bundesrepublik Deutschland 



















局 7）―社会学研究科（Institut für Soziologie）ならびに社会科学・政治学専攻（Fachbereich 










5）　ドイツの大学では２期制をとっており、冬学期（WS: Wintersemester）は 10 月より、夏学期（SS: 
Sommersemester）は 4 月より始まる。






































































10）　例えば Dr. Schumann 氏（民間の都市計画団体に転職）、Dr. Türpe 氏（人材育成企業の設立・経営）、









































でに、ベルリン・フンボルト大学にて学際的女性学センター（Zentrum für interdisziplinäre 
Frauenforschung: ZiF）を共同設立したのを手始めに、後に X 氏は 1993 ～ 2002 年にかけて同
センター長を務めることとなった。「産業・企業社会学」と「家族・青少年・ジェンダー」を
統合し、フンボルト大学社会科学研究科に「労働の社会学」および「ジェンダー」の下位分
野が設置された 1997 年より、X 氏は同教育領域を担当する教授として配属された。そしてフ
ンボルト大学社会科学研究科にて再び下位分野が改編された 1999 年より、X 氏は「労働とジェ
ンダーの社会学」分野の教授という新たな肩書きを冠することになった。
































Dr. Carola Wuttke 氏 14）の共産社会理論、Dr. Klaus Labsch 氏 15）、Dr. Jürgen Jünger 氏 16）、Dr. 


























1936.8 というデータを見ても、（5）失意型の類型における対象者のコーホート分布（図 3. 参照）






















時の「清算」の対象になるであろうことは明白であったという。事実、Brie 氏は 1994 年をもっ
て、ベルリン・フンボルト大学の職を去ることになった。
　次に、Prof. Niemann 氏の事例を見てみよう。1990 ～ 92 年 3 月にかけて新たに設立された
政治学研究科（Institut für Politikwissenschaft）の設立研究科長を務めていた Niemann 氏は、
















議会における 10 年間の経歴を経て、1971 年には晴れて母校カール・マルクス大学ライプツィ
ヒに凱旋し、正教授職に就任した上で学科長を務めるに至ったのである。その後、ライプツィ
ヒ大学で 12 年を過ごした Niemann 氏は、1983 年よりベルリン・フンボルト大学へ正教授と
して赴任することとなった。しかし、フンボルト大学で Niemann 氏が歴任した２つのポスト
が、後に Niemann 氏の解雇判定に大きく影響を及ぼしたであろう二つ目の要因として考えら
れるのである。それは、Niemann 氏が 1986 ～ 88 年の期間には、マルクス・レーニン主義学
科（Sektion Marxismus-Leninismus）にて研究担当の学科長を務めたこと、そして 1990 ～ 92
146
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Artur Meier 氏 24）は 1976 年、５カ国語に翻訳出版された著書『教育制度の社会学』に対して
ポーランド学術アカデミー賞を受賞している。このケースでは、Meier 氏がベルリンの教育
学アカデミーにて教育社会学の正教授の任命を受けた 1976 年 9 月とタイミングをほぼ同じく
している点に注目できよう。また 1975 年からベルリン・フンボルト大学にて平和研究の分
野で講師職（Doz.）に就任した Dr. Fritz Welsch 氏 25）は、最年長コーホートであることもあっ
て DDR 時代を通して著作刊行物があり、加えておよそ 30 の学術雑誌論文を発表している。







究の分野に従事した一人であるが、1990 年 9 月にベルリン・フンボルト大学の職を去るまで、
DDR 時代におよそ 30 の雑誌論文を発表している。1984 年に歴史学の講師職（Doz.）に就任
した Dr. sc. phil. 氏 27）も、DDR 時代より数多くの学術刊行物を出版しており、DDR 内の他に
も旧西ドイツ（BRD）やスイス、オーストリア、ハンガリー、中国および日本でも出版され
たという。
　一方で、例えばProf. Dr. Thomas Edeling氏28）は、大学改革を契機として大学を異動したが（転


















　この学位の価値減衰に関しては、Prof. Dr. S. Sch. 氏 30）と Dr. Heike Graf 氏 31）が対照的な体験



















　本研究における調査対象者 42 名の内、1990/91 年冬学期の時点で中間教職員に該当する者








































DDR 特有の大学制度に関し、(1)・(2) ベルリン・フンボルト大学における社会科学系２部局 
―社会学研究科ならびに社会科学・政治学専攻―それぞれの特徴、(3) 中間教職員が果たし
た大きな役割、(4) 海外研修・学会参加の機会、(5) 出版の機会、についてすでに検討・考察を























の構成がまるで違ったからです。旧来の社会学研究科では、教授 3 名に対して 20 名の学術
教職員が働いていました。これから算出すると、教授１人あたりに学術教職員が 5 人はつ
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